の 部屋へ 注入して 来た。 

そのと き 出入口の 重い 扉が ぎい と 内側に 開いて、 肥 

えた 赭ら 顔の 紳士が、 折鲍を 片手に ぶら下げて 入って 

来た。 

課員た ち は 一せ いに 立 上って、 その 紳士に 向って 朝 

の 挨拶 をのべ た。 みんなの 口から 一せ いに 白い 息が は 

き だされて、 部屋の 方々 に 小さな 虹が 懸 つた。 紳士 は 

一 番 奥まで 行って、 まだ 誰も 座って いない 一 番 大きな 

机の 上に 飽を ぼんと 投げ出し、 それから 後 を 向いて 帽 

子掛 に、 鼠色の 中折帽子 を かけ、 それから 頸から 白い 

マフラ ー をと つてから、 最後に 鼠色の 11 子い ォ— バァ 



を 脱いで 引 懸けた。 それから 身体 を ひねって、 大 机に 

くっつい ている 回転椅子 をす こし 後に ずらせて、 その 

上に 大きな 尻 を 落着かせた のであった。 かくして 警視 

田 鍋 良 平氏 は、 例日の 如く ちゃんと 課長 席に おさまつ 

たので ある。 

ふち おお ゆのみ 

少女の 給仕が、 縁の かけた 大湯 呑に、 げんの しょう 

せん 

^ J を 煎じた 代用 茶 を 入れて ほ のぼのと 湯気 だ つたの を 

盆に のせ、 それ を 目よりも 上に 高く 捧げて 持って来た。 

すず リ f J 

課長 は 彼女が その 湯 呑 を、 いつもと 同じに、 硯 箱と 

みけつ きけつ ば こ 

未決 既決の 書類 函 との 中間に 置き 終る まで、 じっと見 

つめていた。 



ばたん と 机に 音が して 黒表 紙の 帳簿が 課長の 前に 置 

ひき つぎ ぼ 

かれた。 「事件 引継 簿第 七十 六 号」 と 題名が うって ある。 

課長 は 大湯呑 を 左手に 移し、 右手の 太い 指 を 延ばして 

帳簿の 天頂から 長く はみ出し ている 仕切 紙 をた よりに 

して 帳簿の まん 中 ほど を ぼんと 開いた。 その 頁に は、 

昨日の 日附と 夕刻の 数字と が 欄外に 書き こんで あり、 

うま 

本欄の 各項 は それぞれ 小さい 文字で 埋 つていた。 

" —— 省線 山手 線 内 廻り 線の 池 袋 駅 停り 電車が、 同 駅 

ホ ー ム停 車中、 四輛目 客車 内に、 人事不省の 青年 (男) 

と、 その 所持品ら しき 鞫 (ス ー ッケ ー スと 呼ばれる 種 

類の もの) の 残留せ る を 発見し 届出 あり、 目白 署に保 



ふしよ ラ 

護 保管 中な リ。 住所 姓名 年齢 不詳なる も、 その 推定 年 

齢 は 二十 五 歳 前後、 人相 服装 は 左の 如し …… ， 

課長 は その あとの 文字 を、 目で 一はけ、 さっと 掃い 

ただけ で やめ 太い 指で 紙 をつ まんで、 次の 頁 をめ くつ 

た。 

ブランク 

次の 頁 は 空白だった。 

(さっぱり 商売に ならん ねえ) 

と、 課長 は、 刑事 時代からの 口癖に なって いる 言葉 

を、 口の 中で いってみ た。 ぼたり と 微かな 音が した。 

えき 

茶色の 液の 玉が 空白の 頁の 上に 盛 上って 一 つ。 課長 は 

大湯呑 を 目よりも 上に あげて、 湯 呑の 尻 を 観察した。 



ていちょう 

がら、 近頃の 青年に して は 珍ら しく 鄭重 な 言葉で 挨 

拶 をした のだった。 青年の 赤い ネクタイが、 その 睡眠 

は まぶた 

不足ら しい 腫れ ぼつたい 瞼 や、 かさかさに 乾いた 黄 

色つ ぼい 顔面と が不 釣合に 見えた。 

(目 賀野氏 はも はや 閣下で はない 害です が …… ) と 皮 

肉 をい つて ゃリ たくな つた 田 鍋 課長だった けれど、 そ 

さしひか 

れは差 控える ことにして、 

「どういう 人物 だか、 詳しくお 話 下さらん ので、 われ 

われに は 正体が 分りません が、 とにかく 家出 人の 

そうさ しんせ い 

捜査 申請 は 本庁で も 毎日 受付け て居リ ますから、 どう 

とどけしょ 

ぞ 届書 を 出されたい」 



く 本 課で は 目下 数多の 重大 事件 を 抱え こんでいる —— 

今 も 申した 通りです が、 例えば 某 研究所から 二百 グラ 

ム という 夥 しい ラジウムが 盗難に 遭い 目下 重大問題 

じ や つき 

を 惹起して いまして、 本 課 は 全力 を あげて 約 四十 日間 

捜索 を 継続して いますが、 今以て 何の 手懸リ もない I 

めいき ゆ 一つ 

I 迷宮入り 事件く さいです がね、 これ は …… 、 それ だ 

とか 次 は …… 」 

「お 話中 を 恐れ入り ますが、 他の 重大 事件に は 私は殆 

んど 関心 を 持って 居りません ので。 はい、 只々 重大 人 

物 博士の 失踪に ついて 非常なる 憂慮と 不安と 焦燥 と 

を 覚えて いる 次第で ございます」 



「1 体 誰です か、 その 重大 人物 博士と やらいう の は… 

〜」 

あかみ ざ わ 

「赤 見 沢 博士の ことです。 あの 有名な 実験 物理学の 

権威、 そして 赤 見 沢 ラボ ラトリ— の 所長、 万国 学士院 

会員、 それから …… いや、 後 は 省略し ましょう。 ここ 

まで 申せば、 課長さん も 赤 見 沢 博士の 重大 人物た る こ 

と をよ く 御 了解になる でしよう」 

「もちろんです」 課長 は 勢い 上、 そう 応えなければ な 

ら なかった。 「赤 見 沢 先生が 失踪され たと は、 これ は 

初耳です な。 それ は 何時の ことです か」 

やしき 

「昨夜 以来、 お 邸へ お帰りがない。 お 邸と 申し まし 



て も、 それ は ラボ ラトリ— の 一 室です が …… 。 私 は 昨 

力 力 

夜 はお 目に 懸る 約束に な つ ていたので 博士の 御帰り を 

待って 居り ましたが、 遂に 博士 はお 帰りに ならず、 本 

日 午前 十 時に なっても 姿 をお 現わしに なりません。 そ 

れ故 にこ れは 大変 だ と 思 い —— 今 ま で そんな 約束ち が 

いは 一 度 もありませんでした からな —— それで 目賀野 

閣下に 御 相談 をし、 こちらへ 龃 付けました ような 訳で 

ちなまぐさ 

す。 如何です。 昨夜 何 か 都下に おいて 血腥き 事件で 

も ございませんで したでし ようか」 

きり 

臼 井 は 錐の ように 鋭く 問い 迫る。 

きわ せ、， お，. リ 

「昨夜 は 極めて 静穏で したな。 報告す る ほどの 事件 は 



これ は 正しい 学理に 基く 一 つの 実験なん だ。 決して こ 

の 猫 は 化け 猫で はない と 説明され たんです」 

「君 は その 種 を 知っている のでしょう。 さあ 聞かせて 

下さい」 

せんこく 

田 鍋 課長 は、 先刻と すっかり 立場 を かえ、 臼 井の 語 

るの を 催促した。 

「僕に は 分りません」 臼 井 はそう いった。 本当に 知ら 

ない のか、 それとも わざと 説明 を 逃げた のか 分り かね 

る。 「とにかく そういう 重要人物なん ですから、 ぜひ 

とも 一 刻 も 早く 赤 見 沢 博士 を 探し出して 頂きたい」 

「う 1 む」 



た。 "ものごと を 記憶す るより は、 出来るだけ 忘れよ， 

と いう 金言が あ つたと 確信して いる 田 鍋 課長で あ つ た。 

だが 課長 は、 間もなく 臼 井から 頼まれた こと を はつ 

ちと 

きり 思い出さな いわけに はいかない 運命の 下にあった。 

それ は 彼が 忠実に 未決 書類 函へ手 を 延ばし、 黒表 紙の 

引継 簿の 仕切 紙の 挟まって いると ころ を 開いて 読んだ 

ときに、 そうな つたから である。 

その 頁 は、 昨夜の 池 袋 駅 事件に つき、 第二 報告書が 

赤 インキで 書き入れ てあつて、 

みしょう 

〃 —— 前記 姓名 未詳の 男 は、 二十 五 歳 前後の 青年に あ 

ら ずして、 実は 六十 五 歳 前後の 老人なる こと 判明せ り。 



かく 判明せ る 原因 は、 該要 保護 人 を署内 (目白 署) に 

収容せ る 後に 至りて、 該 人物が 巧妙なる 鬟を 被り 居 

たる こと を 発見せ るに 因る。 尚、 同人 所有の ものと 思 

われる 飽は、 赤 革の ス ー ッケ ー ス にして、 大きさに 不 

相応なる 大型の 金具 及び 把手 を 備え 居り、 その 蓋 を 開 

きみたる に、 長さ 二 尺ば かりの 杉 角材が 四 本と 古新聞 

ほか て 力 力 

紙が 詰め ぁリ たる 外め ぼしき もの も、 手懸 りと なる も 

の も 見当らず。 

一 方、 前記 要 保護 人 は、 収容 後 十 時間 を 経る も 未だ 

覚& せず、 体温 三十 五 度 五分、 脈搏 五十六、 呼吸 十四。 

その他 著しき 異状 を 見ず。 引続き 監視 中な り。 —— 〃 



突き刺して しまう だろう。 彼 は、 そうした。 

「ええ ー、 よくごらん 下さい」 

な 

すみれ 嬢 は、 トランクの 中 を 嘗めん ばかりにして 

入念に 改めた。 彼女が 用 を 終って 顔 を あげたの を 見 

おもて 

ると、 その 面に は ほっとした 色が あった。 

「よくごらん にな リ ましたね。 品 書 は、 一 つ トランク 

一 つ 木材 四 本、 一 つ 新聞紙 若干、 以上 II でい いです 

ね」 

すみれ 嬢が 川 北老に 目配せ をした ので、 川北老 が、 

「はい。 それでよ うがす」 

と 返事 をした。 



た。 それ も その 害、 実は 両人 は 博士の 姪で もな く 助手 

ベ んぎ 

でもな く、 目賀 野が 便宜上 連れて来た 脇役の 人物で 

あつたの だ。 その 便宜と は、 もちろん 署 から 疑い を 持 

たれる ことなしに、 博士と 鞠と を 引取る ことにあった _ 

こうなる と目賀 野と いう 人物 は、 なかなか 油断の な 

ら ない 重要人物 である ことが 知れて 来る が、 彼の 本来 

の 面目 は 次の 章に 於て 一 層よ く 知れよう。 



秘密 地下室 



省線 田 端 駅 を 下りて 西側に 入リ、 すぐ 右手の 丘 をの 

ぼり 切る とそ - J に 目賀野 邸が あ つ た。 

鞠 を 護衛した 目賀 野た ちの 自動車が、 邸内に 滑り こ 

んだ。 

玄関に とびだ し て 来た 書生が 三 名。 自動車の 扉が 明 

いて、 ぴ よんと とび 下りた は目賀 野であった。 

「さあ、 こっちへ 寄越せ」 

と、 目賀 野が 伸ばす 手に、 車内から 続いて 現われた 

臼 井が 例の 鞫を 手渡す。 

「おい 臼 井。 お前 だけ、 わしに ついて 来い。 外の 奴 は、 



臼 井 は、 部屋の 隅の 函の 中から 鉈を 出して 来て、 角 

材を ぼかり と 縦に 二つに 割った。 それから 中 を 調べた _ 

が、 それ は 杉の 角材で あるに 十分で あつたが、 他の 何 

物 を も 隠して いなかった。 

臼 井 は、 次々 に 残りの 角材 を ぼかり ぼか リと 割って 

みた。 すべて は、 只の 角材で あると いう 以外に、 何の 

新 発見 もなかった。 

「それ 見ろ。 なんにも ないじ やない か。 貴様 は 恩 知ら 

ず だ。 底の 知れない 鈍物 だ。 ああ 貴様の ような 奴 は、 

もう わしのと ころへ は 置いて おけない。 とつと と 出て 

行け」 



不^ 討 



臼 井の 顔が、 酒に 酔った 人の ように 真 赤になる。 目 

賀 野の 顔色 はす) J いまでに 蒼い。 

「こんなに までして 貴方に 尽 している のが 分らんで す 

ゝ I 

力」 

臼 井が 残念そう に 声 を ふり 絞 つ た。 

「わしの 命令から 逸脱す るよう な 者 を このまま 黙って 



を 見た というの だ。 

ききかいかい 

もし 事実なら、 奇々 怪々 なる 出来事 だとい わな けれ 

ばなら ぬ。 

その 怪 事の 目撃者と いうの は、 焼 跡に 建って いる 十 

五坪 住宅の 主人で、 昼間 は 物品の プロ— 力 ー をして い 

る 人だった が、 その 人が 夜中 厠へ 入って 用 を 足しな 

のぞ おりから 

がら 何気なく 格子の 外を視 いた、 折 柄 二十日 あまりの 

月光が 白々 と 明るく 一 面の 焼 跡と 街路 を 照らして いた 

が、 そこへ 突然 かの トランクが 現われて、 主人の 目の 

前 を すたすた ゆらゆらと 通り過ぎて い つたの だそう な _ 

ね ぼ せちがら 

「寝 呆けて いたん じ やねえ よ。 へん、 この 世智 辛い 世 



の 中に 誰が 寝 呆けて いられます かとい うんだ。 信用し 

なきやい いよ。 とにかく おれ は、 ちゃんと この 二つの 

眼で 鞫の 化物 を 見たん だから …… 」 

ほうげん 

と、 その 目撃者 はたい へん 自信に 充 ちて 放言した と 

いう。 

だが、 およそ 常識の ある 者なら、 かの 自称 目撃者の 

言葉 を 信じようと はしないだろう。 奴 M や 風船なら 

知らぬ こと、 重い トラ ン クが 横に 吹き 流れ て 行く と は 

思われない。 

ゆうれい いま 

では、 トランクの 幽霊 か。 トランクに 霊 ある を 未だ 

聞いた ことがない。 



と、 例の トランク は 再び、 のそのそと 店から 外へ 匐い 

出して いったの である。 店員 は それ を 見て 知っていた _ 

おそ 

その トランク を 後から 抱き 停めなければ 損 をす る 虞れ 

が あると いう 気持と、 気味が わるくて 手が 出せない と 

いう 気持が、 彼の 心の中で 闘い を 始めた。 そのうちに 

鞠 は 往来へ 飛び出し、 彼の 眼界から 失せた。 そこで 彼 

ふつ ぜん 

の 心の中に 怫 然と 損得 観念が 勝利 を 占め、 彼はゴ ム靴 

の 海 を 一 またぎで 躍り 越えて 往来へ 飛び出した。 その 

とき 彼 は なぜか 声が 出なかった そうで ある。 大声で 叫 

んで 人々 を 集めれば よろしかった の にも拘らず、 な 

けいそつ 

ぜか 無言の ままだった。 それ は 多分、 そのと き 軽率に 



叫び 声 を あげて 人々 にこの 事件 を 知ら せた が 最後、 結 

局 は 彼 自身の 頭が 変にな つてい たんだな どと 後に 指摘 

される ことにな つて はい や だと 思ったら しいので ある 

トランク は どこ へ 行ったろう。 

店員 は それ を 発見す るのに 大して 骨 を 折らなかった _ 

その 赤 革の トランク は、 金色の 金具 を 午後の 太陽の 反 

まぶ 

射 光で 眩しく 光らせながら、 広い 道路 を 半分ば かり 渡 

り、 地上 約 三尺ば かりの 高度 を 保って、 なお も 向いの 

たど 

側の 人道へ 迪リ つこうと していた。 

と、 左の 方から 一 台の トラックが 疾走して 来て、 呀っ 

という 間に その トランクに 突き あたった。 トランク は 



ジの 前に 停め、 車体の 点検 を 行った とき、 ふしぎな こ 

すみ さか 

とに、 後の 荷 置き場の 隅に 赤 革 トランクが 逆さに なつ 

て 置かれて あるの を 発見した。 彼 は それ を 下へ 下ろし、 

みお ぼ 

開いても 見た が 全然 見覚えの ない ものだった。 

まう ま..：, 

そのうちに 朋輩の 誰彼が その まわりに 集って 来た。 

そして このような すてきな 鞫を 何処で 手に入れた のか 

と 知りたがった。 

しゃべ 

かの 運転手 は 早速 返事 をして 途中まで 喋 つたが、 

そこで あとの 言葉 を嚥 みこんだ。 そして 俄に 彼 は 一 

つ の 創作 を ひねりだして それ を 以て 返事に 継ぎ足そう 

としたと き、 支配人の 酒 田が 割込んで 来て、 その 鞫を 



く 値切って 買った のが 気になつ ていたの かもしれ ない。 

ひき ， J も 

夕食後、 彼 は 居間に 引 籠った。 例の 鞫を 押入から 出 

して、 絨氈の 上に 置いて 開いた。 それから 彼 は 箪笥 

の 引出 を あけて 中から なまめかしい 婦人の 衣類 を 取 出 

し、 それ を 一々 電灯の 灯の 近くへ 持って いって 眺め、 

つま か 

指先で 布地 を 摘み 且つ 匂い を 嗅いだ。 そして 二種 類に 

別けて 積んで いったが、 その 一方 を 例の 飽の 中へ てい 

なが じゅばん きんしゃ 

ねいに 入れ 始めた。 長 襦拌も あるし、 錦紗も あるし、 

お 召 も あり、 丸帯 も あり、 まるで 花嫁御寮の 旅行 飽み 

たいであった。 その上に も 彼 は、 隅の 金庫 を 開いて 中 

から 取 出した 貴金属 細工の ついた 帯留ゃ 指環の 箱、 宝 



婆やの 声で ある。 

し ガラス 

酒 田が、 締めてお くれと いうと、 婆やさん は 硝子 戸 

ま うき ま 

を あけて、 長い 廊下 を 箒で さらさらと 掃き出し、 それ 

から 戸袋のと ころへ 行って 板戸 を 一 枚 一 枚 繰り出し 始 

めた ので ある。 そのと き 勝手の 方で 電話の ベルが 鳴リ 

だした。 婆やさん は それに 気づいて 勝手の 方へ 駆け こ 

んで 行く。 やがて 婆やさん が 再び 駆け出して 来て、 酒 

田へ 電話 を 取りつ ぐ。 そこで 酒 田 は 寝 i! 子から むつく 

リ起 上って、 婆やと 共に 勝手の 方へ 行く。 電話機 は 勝 

手の 廊下の 隅に あって、 そこ は 暗い ので、 婆やさん は 

電灯 を 急いで 吊り かえなければ ならなかった。 



くうきょ 

こうして 僅か 十分 足らずの 時間、 お 座敷の 方 を 空虚 

にして 置いた だけで、 電話が 終る と 酒 田と 婆やさん と 

あまど 

は 再びお 座敷の 方へ 戻って 来て、 婆やさん は 雨戸の 残 

り を 戸袋から 繰り出す し、 酒 田 は ラジオ を ちょっと ひ 

ねって、 そして 男女 合唱が とび 出して 来る と、 すぐ ス 

イッチ を ひねって 消し、 それから 煙草 をつ けて 安楽 椅 

たち ま 

子へ 腰を下ろし たんだが、 忽ち 彼 は パネ 仕掛の 人形 

のように とびあがった。 

「あれ ッ、 ここに 置いて あった トランクが 見えない ぞ_ 

…… トランク、 どこへ 持って行った？」 

いとま 

それからの 騒ぎ を 一 々克明に ここに 写して いる 遑 



合に 於ても 万有引力に 比して 殆んど 省略し 得る 程度の 

微小なる 力です。 これ はこれ で片づ いたと して 第二に 

考えられる こと は 」 

「頭の 痛くな らんように 喋 る こと はでき ない もの か 

ね」 

「ご 尤もです。 …… それで それ は 第二に 考えら 

れる こと は、 万有引力 常数 を 変えて しまう こと。 第三 

ゆうち きた 

に は 第三の 物体 を 誘致し 来って、 それによ る 引力 を、 

き 

万有引力 以上に 効き目 を 持たせる こと。 それから 第 四 

に、 アイ ンシ ユタ インの 設定した 万有引力 テンソル を 

…：- J 



「は あ、 仔猫 か。 あんな もの は 大した こと は あるまい」 

「いや、 そうじゃないで すよ。 あれ こそ 最も 重視す ベ 

きもの だ」 

ま 

「もう そろそろ 本格的に 化け 猫になる 頃 だとい う 意味 

かね」 

「あの 助手 女史が 保管して いないで しょうか」 

「あつ、 そうか。 よし、 白状 させて みる。 不都合な 奴 

だ」 

名探偵 ノ — ， r 



(はてな。 この 女たら しの 男 は、 どこかで 見た ことが 

ある ぞ) 

たしかに 課長の 記憶の 中に ある 男であった。 しかし 

どこで 見た 男だった か、 すぐに は それ を 思 出す ことが 

出来なくて、 課長 はいらい らして 来た。 帆 村 はこの 青 

年の 顔に、 何の 記憶 も 持って いなかった。 ただ、 小山 

すみれ 嬢と はおよ そ 反対の 立派な 男子で、 皮肉な 

た いしょ-つ 

対照 をな している と 感じた ことであった。 が、 しかし、 

びぼう み と 

彼 は あまりな がく この 美貌の 青年に 見惚れて いる こと 

が 出来なかった。 というの は、 残る もう 一人の 人物が、 

彼の 注意力の 殆んど 全部 を 吸 取って しまったから であ 



る。 そのこと は、 田 鍋 課長に とっても 亦 同様であった。 

(あれ は 赤 見 沢 博士に 相違ない が、 一体 どういう わけ 

で 博士 はこ こにい るんだ ろうか) と 帆 村 は 不審の 目 を 

ぱちくり。 課長の 方 は (誰が 赤 見 沢 博士 を 病院から 出 

したんだ ろうか、 わが 輩の 許可 を 得 もしないで …… 。 

どいつ け やつ 

何奴が 出した か、 怪しからん 奴 ども だ) 

と、 かんかん になって、 頭から 汗が 出て 来た。 

ひじかけ いす もた 

その 赤 見 沢 博士 は、 肘懸 椅子に 凭れ、 頭 を 後の 壁に 

つけて いたが、 その 恰好が へんにぎ こちなかった。 博 

こんとん 

士は まだ 意識 混沌としてい るので、 あのような 恰好 を 

している ので あろうが、 両眼 を 大きく 明けて いるの が、 



無電 装置で ある ことに 気が ついた。 

小山 嬢 は、 もう 一 つの 靴の 中から も、 別の 器械 を 取 

出した。 その 器械 は、 著しい 特徴が あるので、 帆 村に 

ほうしゃのう 

はすぐ 分った。 それ は 放射能 物質から 出る 放射線 を 捕 

えて、 その 放射線の 強さ を 検出す る 計数管の 装置で 

あった。 

(無電 装置と 放射線 計数管と II 妙な のが 靴の 中に 

しま 

収 つて ある？) と、 帆 村 は 首 を ひねった。 田 鍋 課長に 

は、 そんな こと は 分らない ので、 どうして あんな もの 

を 靴の 中に 入れて あるの か、 あれで は 足が 入るまい な 

どと、 そんな ことば かり を 心配して いた。 



小山 嬢 は、 靴 を 手に ぶら下げた。 そして 指 をし きり 

に 動かして、 計数管と 無電 装置との 間に 連絡の ある こ 

と を 示した のち、 靴 をい じってい たが、 靴の フックの 

と - J ろに 突然 赤 い 豆電球が ついた。 

くまで 

すると、 殆んど 同時に、 靴の 底から 熊手の ような も 

のがと び 出して、 下に 向って 開いた。 その 恰好 は、 が 

んじ きをつけた 雪靴に どこか 似て いた。 その 熊手 様の 

かに •？ る 

もの は、 蟹の ように 爪 を ひろげ、 びくびく 慄 えていた 

が、 そのうちに その 爪が だんだん 内側へ 曲って 来て、 

遂に は 靴の 下で 何物 か を がっちりと 抱きしめ たような 

恰好と なった。 



た。 

しゅんせつき 

(無電 装置と 放射線 計数管と 浚渫機と を 備えて いる 靴 

—— と は、 妙な 靴が あった もの だ。 一体 この 三題噺 

みた いなもの を どう 解く ベ きであろう か) 

帆 村 は、 小山 嬢が まだ 持続す る 恍惚 境から 醒め やら 

ぬの を 見やりながら、 心の なかに メモ をと つた。 

そのうちに 小山 嬢 は、 やっと 正気に 戻った と 見え、 

靴 を 抱えて 椅子から 立 上った。 

彼女 は その 靴の 紐 を、 博士の ズボンの 下端に まきつ 

けて 縛った。 ズボンが 靴 を はいたよ うに 見える。 

それが すむ と、 小山 嬢 は、 飾 椅子に 結き つけて あつ 



た 綱 を ほどき、 宙に 首吊り を 演じて いる 博士の 身体 を 

ひじかけ 

下にお ろし、 前のと おり 肘懸 椅子に 腰 を 掛けさせた。 

博士の 死体 は、 綱 を 首に まきつけた まま、 目 を かつと 

剝 いて、 天井 を 見詰めて いる。 

てまね 

小山 嬢 は、 美貌の 青年に 向って 手真似と 共に 何事 か 

を 命じた。 すると 青年 は、 くるつ と 後 を 向いた。 青年 

の 顔 は、 今や 窓外から 室内 を 窺 う 帆 村と 田 鍋 課長の 

方へ 正面 を 切った。 

(あつ、 そうだ、 思い出した ぞ。 あの 若僧と は、 この 

前、 R 大学 研究所で 会った ことがある。 二百 グラムの 

ラジウムの 盗難 事件が 起った あの 研究所 だ。 たしか あ 



の 若僧 は、 その ラジウム 保管 室の 向い側の 何とか 研究 

室の 助手で、 彼 は 事件 当時、 怪しい 女性が その 保管 室 

から あわてく さ つ て 出て 行く の を 見た と 証言し たんだ _ 

なんという 名前だった かな。 ええと、 万 沢と いった か 

な。 …… ) 

田 鍋 課長 は、 えらい こと を 思い出した。 彼の 胸の 中 

は、 今や 沸々 と 沸騰 を 始めた。 しかし 帆 村 はそんな こ 

と を 知らない。 

ちんにゅうしゃ 

美しき 闖入者 



の 力 を 借りなければ 取 出せない 場所と いうと …… 」 

田 鍋 課長に も、 全く 見当が つかなかった。 



椿 の 咲く 島 

椿の 花咲く 大 島の 岡 田 村の 灯台の わきに ある 一 本の 

大きな 松の木の 梢に、 赤 革の トランクが ひっかかつ 

ていた。 

それ を 発見した の は、 早起き をして 3室 っぷ ちで 遊ん 



この 陳述に よって、 あらまし 筋 は 分って 来たよう で 

ある。 

つまるところ、 目 賀野は 本 事件の 主役で はなく、 そ 

ま 1 つけい じ 

の 傍系の ドン キホ— テ 染みた ところの ある 人物に 過ぎ 

ない の だ。 

「例の ラジウム 一 一 百 瓦が 三 原 山の 噴火口に 投げ こんで 

ある こと は、 いつ 誰から 訊いた か」 

課長 は、 最も 重大なる ところ を 突 込んだ。 

「そのこと かね。 それ は あの 臼 井が、 いつだつ たか、 

み つ しょ 

密書 を 拾つ たんだ。 その 密書に 簡単ながら、 そういう 

意味の ことが 書いて あった。 その 密書 は 臼 井が 持って 



「どうした 課長。 烏の 絵に なぜ そんなに 愕く のか。 

一体 〔# 二 体」 は 底本で は 「体 匕 それ は 誰の ことなん 

だ」 

はんもん 

目賀野 はいい 気にな つ て 反問した。 

おそ ぞく うてい てんく 

「それ は 恐るべき 賊 のしる しだ。 烏啼天 駆と いう 怪賊 

が あるが 知ってい るかね」 

「ああ、 怪 賊烏啼 か。 烏啼 のこと なら 聞いた ことがあ 

しんしゅ つき ぼ つ 

るが、 若い くせに 神出鬼没の 悪漢 だってね。 一体 どん 

な 顔 をして いるの かな、 その 烏啼 という やつ は …… 」 

「それが よく 分らない。 烏啼と 名乗る 彼に 会った 者 は 

きょうはくじょう 

誰もない。 しかし 脅迫状な どで、 烏啼天 駆の 名 は 誰 



ぱリ あの 女 だつ たんです よ」 

「ふうん、 なるほど、 そういえば そうか もしれ ない」 

「あの 二人 は、 時に 一緒にな つて 働きました。 その 例 

は、 博士から 鞠 を 奪った ときなん かが それです。 それ 

でいて、 二人 は 大いに 睨み合って いたんで すね。 だか 

ら 博士 邸の ピストル さわぎ も 起った。 あれ はお 化け 鞠 

そそ 

が 紛失した のに 困った 烏啼 が、 小山す みれ を 唆の かし 

て、 猫 又 を 利用した 新規の 起 重 装置 を こしらえ るよう 

に 頼んだ。 それが 完成した ので、 持って 帰ろうと した 

ところ を、 例の 女が 嗅ぎつ けて、 暴れ こんだ という 訳 

なんでしょう I 



はレ だいう かい 

「そうだ、 それに 違いない。 すると わが 輩も大 迂回 を 

やって いたわけ だ。 ちえ ッ、 いまいましい」 

て，. pi つ 

天罰 下る 

事件 は、 そこまで は 解けた。 

当局 は 警戒 網 を 三 原 山の まわりに 厳重に 固めめ ぐら 

した。 

こんせい かこうて い 

その 一方、 大学に 懇請して、 火口 底に 果して ラジゥ 



グラム しら 

ムニ 百 瓦 が 投げ こまれて あるの かどう か を検べ て 

貰った。 これ は 案外 苦 もな く 分った。 たしかに ラジゥ 

ムは 火口 底の 南寄りの 岩の 間にある ことが 確認され た。 

しかし、 その ラジウム を 取 出す 方法 はちよ つと 簡単 

に は 出来そう もない ことが 分リ、 当局 は 未だに 警戒の 

陣を ゆるめないで 番をして いる。 なにしろ その後、 烏 

しょうそく ゆだん 

啼の 消息が さっぱり 分らない ので、 油断 はならない 

とのこと であった。 

帆 村 はもう ラジウム 事件に は、 大した 興味 を 持って 

いない。 しかし 田 鍋 課長が、 彼に 自慢ら しく 語った と 

ころで は、 烏啼は あの R 大学 の 研究所 の ラジ ゥ ム 保管 



ひっかか つていた お化け 飽と猫 又の 死骸と 血 染の細 紐 

が、 何 を 語って いるか、 それ を 解く ことに 懸 つていた。 

さがみ わん おきあい 

その 年の 春、 ひどい 海底地震が 相模 湾の 沖合に 起リ、 

引続いて 大海 嘯が 一帯の 海岸 を 襲った。 多数の 船舶が 

なんば きリ ゆう まる 

難破した が、 その 中の 一 隻に奇 竜 丸と いう 二百 トンば 

かりの 船が あって、 これ は大 島の 海岸に うちあげられ、 

大破した。 また 乗組員の 半数が 死傷した。 

おもむ 

この 奇竜 丸の 救援に 赴 いた 官憲 は、 はからずも、 こ 

ぎわく 

の 船の 構造 や、 乗組員の 様子に 疑惑 を 持ち、 厳重に 取 

調べた 結果、 この 船 こそ 怪賊 烏^ 天 駆の 持ち船 だと 分 

り、 そして 天罰と はいえ 重傷 を 負って いる 烏啼 を、 遂 
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